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【　ミッション　】

私たちは、自閉症を中心とした知的障がい者の
　明るい未来を開くため、総力を上げて支援を行います。
【　ビジョン　】

　豊かな自然の中で、社会に生きる障がい者の
良きパートナー（隣人）として、利用者とともに歩み続けます。
【利用者支援の基本方針】
いすみ学園は、大人として社会に生きる人間形成を目ざし、次の事項を利用者支援の基本方針とする。又、高齢虚弱化などの課題に対してもミッションの「明るい未来を開くため…」の取り組みとしてソフト・ハード両面を推進強化していく。
Ⅰ　豊かな暮らしをつくる

入所施設は「集団生活」という制約のもとにあるが、「優しさと思いやり」の心情を大切にしていくと共に、余暇支援や文化的活動を通じて、豊かな暮らしづくりに貢献していく。
Ⅱ　地域社会との共存
福祉施設は地域社会の一部を構成するものであり、地域住民とのふれ合いの中で
　生活することが本来的な姿である。

このため、日常生活を基本として、職場実習及び行事などを通じ、地域社会との
連携を深めるものとする。
Ⅲ　意思決定の尊重
　　　　日常生活や社会生活に関して自らの意思を決定・表明することが難しい利用者で
も、一人一人には「自分の事は自分で決めたい」との思いがあり、我々はその思いをできる限り尊重して、反映できるように意思決定支援に努めるものとする。　　
いすみ学園　各事業概要　
（令和６.４.１）

［各事業の定員と現員数］　

	事業区分
	定員
	現員　　

	施設入所支援
	５２
	５２

	生活介護（上記を含む）
	６０
	６０

	短期入所
	  ４
	  ２

	共同生活援助（ＧＨ）
	１２
	１０


［年齢構成］
施設入所支援（52名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	～29
	30～39
	40～49
	50～59
	60～65
	66～
	人数計
	平均年齢

	男性
	１
	１
	9
	18
	1
	4
	34
	53.0歳

	女性
	0
	0
	4
	7
	2
	5
	18
	57.4歳


1 　最少年齢〔男性19歳・女性44歳〕　　②　最高年齢〔男性70歳・女性74歳〕
生活介護（60名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	～29
	30～39
	40～49
	50～59
	60～65
	66～
	人数計
	平均年齢

	男性
	1
	4
	9
	18
	2
	4
	38
	51.7歳

	女性
	0
	1
	4
	7
	4
	6
	22
	58.0歳


1 　最少年齢〔男性19歳・女性39歳〕　　②　最高年齢〔男性70歳・女性79歳〕
　
　共同生活援助　(10名)（生活介護4名を含む為、上記と重複する）　

	
	～29
	30～39
	40～49
	50～59
	60～65
	66～
	人数計
	平均年齢

	男性
	　0
	　0
	　0
	　2
	　2
	1
	5
	61.6歳

	女性
	　0
	　0
	　1
	　1
	　2
	　１
	5
	61.8歳


1 　最少年齢〔男性56歳・女性49歳〕　　②　最高年齢〔男性70歳・女性79歳〕

［障がい支援区分］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(名)

	
	区分１
	区分２
	区分３
	区分４
	区分５
	区分６
	平均区分

	施設入所（52名）
	0
	0
	0
	0
	6
	46
	5.8

	生活介護（60名）
	0
	0
	0
	3
	6
	51
	5.8

	共同生活援助
	0
	0
	１
	6
	3
	0
	4.2


· 共同生活援助利用者で4名は生活介護者に重掲。
［短期入所利用者］
	
	性別
	年齢
	支援区分
	利用開始日
	利用期間

	1
	T・T
	男
	　30
	6
	R　2年11月１日～
	4年5ヶ月

	2
	K・Y
	女
	31
	6
	R　4年 1月12日～
	2年2ヶ月

	3
	
	
	
	
	
	不定期

	4
	
	
	
	
	
	不定期


　職員配置
　
・施設長　　　　　　　　　　　　　  　　　１名
・事務職　 　　　　　　　　　　　 　　　  ３名
・サービス管理責任者　　　　　　　　　　　１名

・支援員（兼務・準職も含む）　　　　　　　37名（常勤換算33.2名）

・看護師　　　　　　　　　　　　　　　　　２名　　　　　　　　　　　

・栄養士　　　　　　　　　　　　　　　　　１名

・医師　　　　　　　　　　　　　　　　　　２名（嘱託）

・ＧＨサービス管理責任者(兼務)　　　　　　１名
・GH寮長（準職も含む）　　　　　　　  　　1名
・GH寮長補助(準職も含む)　　　　　　　　　３名
*・GH支援員(準職も含む)　　　　　　　　　 ４名（常勤換算2.2名）
【 1 】令和６年度に向けて
　未だに気を抜くことのできない感染症との向き合い方に、ようやく落ち着きを取り戻し従来の生活に近い暮らし方ができるようになりました。そんなさ中に能登半島を襲った地震により多くの方々が今なお不自由な生活を強いられており、「想定外」の禍がここまで続くのかと思うと痛恨の極みとしか例えようがありません。
私たちもここ数年来に発生した重大な災害、そして感染症での経験、また、被災された方たちの想いを教訓として「想定外から命を守れ」を使命とした「BCP」の精査、日常に行われている避難訓練に反映させています。
今、私たち障がい者支援施設に求められている「地域移行」問題では、十数年前に本人と家族の皆様に「地域移行アンケ－ト調査」へのご協力をいただきました。集計した結果より一人として地域移行に賛同された方はおりませんでした。主な理由は、「いすみ学園で受けているサービス以上のことは期待できない・・・。」とあり、そのほかの理由についても事細やかな回答を頂き、大切に保管しています。ただし今後の展望としては応えていかなければなりませんが課題は多くあります。果たして移行した先でいすみ学園で受けていた24時間のﾌﾙｻ-ﾋﾟｽに加え、QOL向上に向けた様々な取り組み(就労・余暇等)であったり、衛生管理、食事支援等健康管理に付随した諸問題は通院支援も含めると、利用者に対する生活保障は多岐にわたり、多くの時間と支援の「手」が必要であり、また、支援の「質」が肝心です。
障がい者支援施設に向けた新たな指針として令和6年度より地域移行推進への取り組みを開始し、令和8年度より義務化することを検討。令和9年度の報酬改定等で対応とあり、前年度において6か月以上地域での生活が継続している者が1名以上いる場合かつ入所定員を1名以上減らした実績に対して新たに加算で評価することを検討とあります。これらの事情を踏まえて国から示された指針にどのような対処をすべきかが問題です。地域における受け入れ問題の解決が最も大きな課題ではないでしょうか。
また、権利擁護問題では、虐待防止委員会を年/2回開催することになり、身体拘束適正化の諸問題の取り組みを含めて、虐待防止マネージャー研修を経た者が虐待防止マネージャーとして2名配置することになります。利用者の人権保障に異存はなく、意志の決定における援助も含めて準備を進めていきます。
元気で暮らせる幸せをかみしめて、日々利用者と向き合い、日中活動に精を出し、通院支援や個別の健康管理に務め、支援の「質」への探求心が職員のやりがいに結び付くような方向性を示していくことが何よりも大切と考えます。
【２】利用者支援の柱
１．日中活動（余暇活動）の在り方

　令和に入ってから悩まされ続けてきた新型コロナウィルス感染症も落ち着きを見せ始め、ようやく5類に移行することとなった。感染対策には引き続き警戒は必要なものの、利用者の日常が確実に取り戻せるようになってきた。学園行事も徐々に開放してきたが、作業班旅行やお客様を迎えての槇の里祭も実施することができ、本格的に障がい者支援施設としての取り組みを進めることができた。
　保護者の高齢化が進む中面会日・一時帰宅に関しても計画通りに実行することができた。
　日中活動の中集団化は現在の中期事業計画の柱の一つである。「高齢虚弱・医療支援」に関してはほぼ地域連携が進められており、現状では十分成果を上げている。今後も利用者の状態に応じられる支援を行うこととする。「生産力向上」は利用者の社会参加・地域貢献を進めるうえで障がい者支援施設としては重要課題である。現状では40年の実践の中で培ってきた商品をメインとして、作業班・商品研究委員会において検討を繰り返している。今後学園の特産品プロジェクトにつながる指針を提示できるように進めていく。
(日中活動)

              ・新作業編成の実施(介護支援、準介護支援、生産活動)微調整。
              ・利用者の地域展開の可能性
　　　　　　　・地域貢献在り方検討展開
・いすみ学園の特産品つくりプロジェクト
 (余暇活動) 
・休日余暇含む新たな取り組み。(園内余暇プログラム作成)
２．生活介護（高齢虚弱に対応した介護技術の修得訓練）

　障がい者支援施設における生活介護は、本来利用者が生き生きと輝ける時間を提供することがその主たる目的である。学園においては徐々に介護支援にスライドされており、今後も一つの柱として重点的に取り組んでいく。その反面、利用者に生きがいや生活の潤いを持たせることも大きな柱の一つである。
　学園ではこれらを生産活動に求めてきたが、少しずつ絵画や陶芸などといった芸術的な活動へと転換していくニ－ズが高まっており、クラブ活動や日曜日の余暇活動では専門家を招聘して利用者への支援に充てている。これからは日中活動に反映させていきたい。
　介護や看護の専門性確保と同時に、高齢になっても楽しく輝ける時間帯を提供することも同時に推し進めていく。

　生産活動は学園生活の柱の一つであり、生活介護の重要な支援と位置づけとして身体活動状況を確認しながら仕事の喜びを感じられる作業活動を目標としていく。
　喀痰吸引研修も日常的に求められる医療的ケアとなり、現状３名の資格取得者だけでは対応が難しくなってきている。３号研修受講者は7名確保することができたが、基本的には1号研修受講が望ましい為、令和6年度は計画的に派遣する。
・喀痰吸引研修 1名。
          ・介護技術、リハビリテーション研修
              ・日中を生活棟内ですごす活動の検討（暮らしの向上）
　　　　　　　・ＯＴ・ＰＴによる利用者個々への助言・提言
・老化に伴う食事内容と健康維持の検討
３．権利擁護

　社会福祉の世界のみならず、教育、社会活動に至るまで「虐待」あるいは「ハラスメント」問題への注目は集まっている。
　学園としては各種の権利擁護研修への参加を推し進めていく。内容として管理者中心のものや、現場職員向けのものなどに分かれていが、可能な限りの参加を行っていく。
　また「利用者への権利擁護は日常の支援の中にこそある」という基本認識のもと職員間でのコミュニケーションの確保、インシデントレポート・にやりホットの検証、行事などにおける利用者の意思決定支援への取り組みなどの強化を続けていく。これらはあくまでも現場職員が主導になるべきであり、権利擁護委員会、主任会が主な役割を果たすことになる。そのためにも管理者、経営層との意思疎通も円滑に行われるように、日常的なコミュニケーションも図るようにしていく。
　また権利擁護委員会主導で、各作業班における日常的な権利擁護の取り組みを取りまとめてきた。今年度はそれらの集積データの中から課題を抽出する年であり、現場から発信される取り組みとなるように進めていくこととする。
・福祉サービス第三者評価受審継続
・よろず相談会の継続
・セルフチェックシート継続

・虐待防止マネージャーを配置する。
・虐待防止及び身体拘束適正化にそれぞれに担当者を配置する。
４．医療支援
（１）地域医療

　令和5年度の総通院数は653件（令和6年2月９日現在）であり、昨年同時期と比較しても120％の伸び率である（昨年同時期は514件で、伸び率130％）。これらは集団検診やワクチン接種も含めた数字であるが、1日平均としてみると1日1～2件の通院実績があるということになる。
　利用者の地域医療機関への移行はほぼ終了し、最後に残っていた脳神経科も野村先生に一本化することができた。利用者の高齢化を考えると歯科通院、内科通院が今後更に増えていくこととなるが通院とその後の医療管理において、効率的な運用を図っていく。
　また高齢者医療（とくに高度医療）についてはその指針並びに進め方について取りまとめが必要となっている。終末期医療に関する保護者への意見聴取の結果について取りまとめを急ぎ情報開示に努めたい。
・発達障がい者の高度医療などの医療契約支援
・通院支援の確保
・通院状況の整理
（２）感染症対策

　職員及び家族に異変を感じた初期段階での施設長への連絡の継続は必須であり、新型コロナウィルスが5類に移行したからといって、感染症対策にゆるみが生じてはならない。異常気象、人口密集地域の増加などもあり、新たな感染症の発生は考えられる。
　感染症対策の基本は「清潔・消毒・公衆衛生」である。施設内および家庭においては手洗い・手指消毒・うがい・マスク使用である。とくに利用者の外出頻度を考えると、職員の感染症対策が重要である。
　今年度も継続して職員の意識向上と指揮命令系統の徹底に努めていく。
５．生活環境の整備（新棟建設）
　令和3年10月に再開した「新棟建設委員会」での検討・作業は、学園内での大規模クラスターの発生と、ウクライナ情勢がもたらす世界規模の原材料価格の高騰により、延期を余儀なくされている。現状では新型コロナ感染とウクライナ情勢の鎮静化を待って、再度検討を進めることとする。

・新棟建設委員会の再開
・防災、防疫も想定した施設環境の整備
・職員による具体的な動線の検討
６．防災対策

　令和6年の正月は激震のニュースから始まった。能登半島地震は近年大地震発生の警告があったとはいえ、まさに青天の霹靂の出来事であった。翌2日には羽田空港における航空機接触事故が発生したが、いずれにせよ災害は予断を許さないことを再認識させられた。
　またウクライナ戦争は2年を経った今も戦火の止まないまま続いており、ガザへのイスラエル侵攻は多数の市民が犠牲となるなか蛮行が続けられている。災害と戦争はひとくくりにはできないが、現状の世界が今まで程には安全ではないという認識を持つべき時代にとなったのかとも思う。
　このような中、「想定外から命を守れ」をモット-として、自らを守ることができない利用者への安全対策・防災対策の点検・改善に今年度も重点的に取り組んでいく。
（１）防災設備の習熟訓練
　防災設備は「いざ」というときに迅速かつ適切に使用できることが肝心である。交代勤務の中で、どの時間帯であっても災害対応が可能となるように習熟訓練を重ねることが必要である。現在月に1度の避難訓練と、主に男性職員に通報訓練を実施しているが、防災設備の使用についてはまだ十分とは言えない。今年度は防災設備の習熟訓練を進めていく。
　

・設備機器への職員教育
・夜勤時運用訓練の実施
・災害時に必要な備品の検討
（２）日常的な避難訓練と炊き出し訓練

　高齢者施設や学園のように高齢・虚弱化が進む施設においては利用者の避難訓練は重要である。学園でも2F女性棟の避難に関しては「水平避難」を導入する等、工夫をした避難誘導を実施してきた。今後はより具体的な出火想定と避難誘導を実施していくことが必要である。
・避難訓練の強化
・要介護利用者の安全な避難のあり方検討
・炊き出し訓練他のバリエーション整理
（３）BCPの点検
　災害がいつ起こるか予断を許さない以上、BCPのもっとも重要な点は、「いつ・どんなときであっても・誰でも・使うことができる」状態にあることである。その為の情報の刷新と点検は月に1度実施しているが、防災設備同様に誰でもBCPに基づく実行作業が行えるよう訓練を実施していくことが求められている。
　BCPは基本的に自然災害編と感染症編とがある。感染症に対する指揮命令系統を含む実践はクラスター体験で十分に積むことができた。今年度は自然災害に対するBCP想定訓練を実施していく。

（４）リスクマネジメント
　グーグルなどの世界的な企業で成果を出すチームには心理的安全性とインシデントレポートまたはアクシデントレポートの提出件数の多さの2つの要因があるとされている。つまりレポートを出すことにためらわないことが、その企業や病院等のリスクを下げる効果があると認められている。
　学園においてもレポート件数を上げる為に班会議での話し合いを含め取り組みを加速させている。また検証に関しても主任会・支援会議で十分に掘り下げ、不明な点はカメラによるビデオ検証を行う等、振り返り学習を進めている。
　これらの活動には「終わり」というものはないが、レポートを提出しリスクを下げることによる事業所の活性化が、職員同士のコミュニメーションを活発とさせ、心理的安全性につながるように進めていく。

・インシデントレポートの改訂と検証
・事故防止と事故再発防止のための安全カメラ活用
７．ＩCT活用
　現場で必要となるICT化は前年度中にほぼ完了しており、最終的に残っていた生活日誌のプレ入力も進めている。しかしどのように優れたシステムであっても、有効活用がされていかなければ、サ－ビス充実・改善にはつながらない。ICT委員を中心として日常的な助言からシステム更新時のマニュアル提示を含めて、システム改善を進めてきたが、今後も業者との連携を含めICT委員会を中心に作業を進めていく。
　また安心カメラは外傷・転倒報告書、事故報告書の報告内容の検証や、職員の確認事項の為に有効的に活用がされている。今まで生活棟内の死角になっていた箇所は、カメラの位置を変更することで対応した。必要に応じてカメラの場所や台数についても検討をしていく。

　
・支援職員がデータを有効活用できるように訓練（継続）
・居室内などの確認が転用可能かどうかの検証
・介護支援に機械化が導入できるかの検証
８．人材確保と人材育成
（１）人材確保
　福祉事業界全体が人材不足にあえいでいるが、学園においても優良な人材の確保は喫緊の課題である。とくにローテーション業務を担える若手人材の確保は、支援の継承という意味においても重要である。
1 　求人活動
　・一般的な求人活動の継続
　　ハロ－ワ－ク、フリ－ペ－パ－グ－グ－を利用していく。また、定期的に開催される就職説明会には職員を派遣し、特に現場の実務や働き甲斐について説明するためには若手職員の力を生かしていきたい。く。

　・ネットの活用
　　インターネットやホームページなどと言ったSNSでの求人は、現代の若者の情報収集のあり方にマッチしている。また現実的に求人実績も上がっている。今後も積極的に活用を進めていく。
・各種短大、専門学校、4年制大学への訪問
　　福祉系大学の実習受け入れも活用して、就職あっせんの依頼も取り組んで行く。
　　　※高等教育の就学支援制度あり。
（２）人材育成
採用した人材をどのように計画的に育成し、学園において有用な人材として活躍してもらうかが大きなテーマである。また育成環境を整えることは、専門性の向上、魅力ある職場作りという意味でも重要である。職種、年齢、常勤、非常勤に関わらず、育成に力をいれて行く。

①　職場内研修
　主任会並びに幹部職員が中心となって実施している。内容や参加率をみても園内研修としては十分に機能しているし、研修実施者も段階的にレベルを上げている。今後も計画的に取り組んで行く。

2 　職場外研修
　昨今の環境下ではリモート研修の有用性も評価できるが、対面形式の研修が再び主流となってきた。職員個々の「自主テーマ」を尊重しつつ、積極的に派遣を進めていく。

③　人事考課
　セルフチェックシートの活用は、新人職員を対象として1年間実施する。
９．ライフプラン
　利用者及びその家族にとって「ライフプラン」は、最終的な道標となるものの一つである。記録については終了しているが、その詳細な内容を確認する作業が残っている。家族の状況は年々、刻々と変化を続けており、なおかつ他者に開示することが難しい家族の問題もはらんでいる為、どのように話し合いを持つのかと言うことも課題の一つである。
　また成年後見や世代間の承継問題などといった高水準の法律行為もあるため、対応できる職員の育成も大きな課題となっている。この課題には医療契約や本人死亡時の事務なども含んでいる為、障がい者支援施設としてどのように対応を進めるのかと言う点も考察と検証が求められている。

10．衛生委員会

　衛生委員会は「快適な職場作り」を実現するために衛生管理者、産業医を中心として活動を進めている。利用者にとってより良い環境は、職員が快適かつ安全に仕事ができる環境の上に成り立っている。職員には仕事の場ではあると同時に、生活の場に近い環境が整っている必要がある。現状衛生委員会の中で職場内環境の確認が実施されているが、利用　者の居室環境も含み生活棟、各作業棟の環境確認と、必要に応じた調整を進めていくこととする。
　またストレスチェックは計画的に実施されているが、産業医との面談は希望者の申し入れも無く実施されていない。高ストレス者以外であっても定期的に産業医と面談を行うことが有意義であるという理解を図っていく。

・ストレスチェックの実施
・産業医との計画的面談
・衛生管理者による「快適な職場環境作り」指針の作成
【３】　生活介護
学園は開設以来、自閉症者の明るい未来を育むため、「大人として働くこと」、「楽しみを見い出していくこと」を支援の柱としてきた。そのため生活介護の充実は欠かすことのできない重要課題である。昨年度まで高齢・虚弱化に特に力を入れて対応を進めてきた。結果医療的ケアが求められる利用者の介護にも対応することができるまでに介護力が高まってきている。今後もこの領域の維持は進めていく。
　本来の学園における日中活動は「大人として働くこと」にある。学園の特産品作りプロジェクトの活動を進めると共に、生産性向上と「楽しみを見出していくこと」へと目標転換を図っていきたい。

１．作業班　
（１）万木工舎
介護支援を必要とする利用者で編成した班。身体機能維持に向けた運動支援（毎月1回、理学療法士が来園し、支援内容をアドバイス）を中心に、ADL全般への支援を行う。日中の介護浴を有効活用する。
（２）文化活動班
運動支援を行うと共に、絵画（切り絵も含む）や陶芸などと言った文化活動も組み入れていく。

（３）石鹸班
給食センター等の廃油を再利用して、固形石鹸・液体石鹸を作る。又、運動の時間も組み入れる。
（４）外作業班
「広域農道植栽事業」「万木城址環境整備事」を中心に、花作りや野菜作りを継続する。また、学園内の環境整備等も行う。夏場の猛暑対策へも計画的に対応する。
（５）地域活動班
　地域での委託作業を始めとして、収益が期待できる環境の中での労働を実施していく。可能であればグループ実習と同程度の実習へとつなげていく。
（６）食品加工班
安定した品質と販売量を保ち、生産性を追求納品先の開拓や販売経路の確保・拡大等、新たな商品の売り込みを続けて行く。また、外部へのPRは、HPやSNS等も利用し、発展させる。　　　　
（７）グループ実習班
地域で働く事が継続できるよう、会社との連携を大切にしていく。「体験実習」も外で働く貴重な機会として継続検討する。
(８)　体験異動
 従来の目的に加え、病気・怪我等も含めて回復までの期間、適した作業班への移動を支援する。

【４】　施設入所支援
施設入所支援は家庭生活並びに個人の生活を営む重要事業である。利用者たちはすでに入所経験が数十年以上を経過しており、いすみ学園はまさに彼らにとっての「ホーム」になっており、職員にはそのための役割が求められている。
利用者の高齢虚弱化が進行し、健康状態を日常的に管理していく必要性は日増しに高くなっている。また日課や行事のあり方やその質の問題、さらに感染症予防や医療に関する課題など、利用者の快適な生活の維持にはさらなる努力が求められており、可能な限りの対策を講じていく。
１．余暇活動
日々の生活を豊かにするために余暇の広がりを支援する。日曜日などには個々の希望に基づいた活動に配慮する。利用者の高齢化に伴い、余暇支援の重要性は確実に増している。利用者が豊かな生活を送ることができるように積極的に進めていく。外部講師を招いての「卓球教室」「絵画教室」は今後も継続する。
２．クラブ活動
クラブ活動は月2回として、他の週末は休日余暇を継続する。実施内容については、サービス点検委員会が検証して提言する。
（１）ウォーキングクラブ
園外散歩を通じて季節を感じながら体を動かす時間を持つ。雨天時や気候の厳しい夏季・冬季は体育館を使い、運動量を確保する。
（２）スイミングクラブ
　地域の室内プールを拠点として、利用者楽しく活動できるように支援する。感染症対策
期間は、代替えプログラムを年間計画書の中に組み入れる。
（３）自転車クラブ
園内サイクリングを中心に、地域のサイクリングロードでの活動も行う。雨天時や気候
の厳しい夏期・冬季は代替えプログラムを年間計画書の中に組み入れる。
（４）茶道クラブ
お点前を通じて、心豊かに楽しめる時間を支援する。外部講師を招き、技術向上を目指す。学園際でお茶席を設ける他、学園外のお茶会への参加なども行う。
（５）陶芸クラブ
作品作りを楽しむと同時に、学園祭や作品展での販売を行う。外部講師を招き、技術向上を目指す。利用者個々の興味に応じた制作を支援する。
（６）卓球クラブ
体育館を使い、安定した活動を支援する。活動内容に高齢虚弱者対策を盛り込み、利用者が楽しみながら技術を高められるように援助する。
（７）悠々クラブ
　デイルームでの活動を中心として、音楽や映像・ゲーム等、個々の好みに合わせた物を提供することで、利用者がいきいきと参加出来るように支援する。
（８）太鼓クラブ
　保護者会から寄贈された太鼓を使って、リズムや音楽に合わせて太鼓を楽しむ。各種学園行事等で披露できるように進めていく。
３．その他
（１）誕生会
毎月1回（原則職員会議日の土曜日）の昼食時に該当月の誕生者を全員で祝う。
（２）槇の里祭
昨年度は4年振りとなる保護者・利用者・職員全体で企画して槇の里祭を実施した。総勢600名を超える来客者があり、テーマである「笑」を多くの皆様に届けることができた。今年度も人と人との絆を大切にして、ボランティアや地域の団体・施設等の協力が得られるように取り組みを進めていく。

（３）一泊旅行
1泊旅行は利用者がもっとも楽しみにしている行事の一つである。昨年度は感染症の心配もあったがすべての作業班で実施することができた。旅行のあり方に関しては作業班ごとの個別性に配慮が必要ではあるが、今年度も利用者の意思を尊重した内容を主任会で検討して職員会議で提案する。
（４）ボーナス外出
作業収益金還元の一つとして、６月と12月にボーナスを支給して、作業班ごとに「共に働く仲間と一緒に労をねぎらう」一日を支援する。学園では永らく利用者にとって定着した行事であり、今年度も感染症対策に留意しつつ進めていく。

（５）歌の祭典
永らく恒例の行事となっていた「歌の祭典」であるが、指導者のたきのえいじ先生の体調不良もあり、昨年度で先生の来園は叶わなくなった。利用者にとって大切にしていた行事でもあり、昨年度は引き続き園内行事として「紅白歌合戦」の形で実施した。今年度も利用者が楽しめる内容で実施をしていく。

（６）夏祭り

　夏を彩る風物詩として学園創設以来大切にされてきた行事の一つである。現在では利用者の体調にも配慮して交流ホームで実施されている。色とりどりの浴衣や甚平に着替えて盆踊りを楽しむことは、踊りの練習も含めて楽しい生活体験の一部となっている。保護者会から寄贈された太鼓の演奏なども利用者の楽しみになっており、今年度も楽しい祭りとして実施する。

（７）クリスマス忘年会
　一年を締めくくる行事として全員参加で実施する。昨年は4年ぶりに鴨川グランドホテルで開催し、料理や余興などを皆で楽しむことができた。大事な仲間たちと一年を振り返ることができる機会として大切なイベントとして取り組んで行く。

（８）マイサポート制度
利用者の生活の質の向上を目的として、保護者会と協力して設けている学園独自の制度である。新型コロナ感染症が5類に移行したこともあり、感染症予防などの課題は残るものの基本的に実施した。職員の負担軽減を図った、新たなスタイルで応援していく。
【５】　短期入所・日中一時支援
地元地域からの1年を通しての利用が2名あった。また土曜日の定期利用者もあった。在宅利用者（＝通所生）の健康の改善等を目的として3カ月の利用も2回実施した。
東京都からのロングステイの希望者は多いが、短期入所後の居場所確保などもあり調整を続けている。在宅利用者の地域生活を支援するうえでショートステイは重要な資源であり、今後も可能な限り調整を実施していく。

【６】グループホーム（ＧＨ）
利用者10名はＧＨを生活の場として、就労などの日中活動に参加しており、今年度もバックアップ施設としての役割を果たしていく。ケア会議で情報を共し、課題があれば検討し解決を図っていく。「移動支援サービス」の利用についても、利用者の希望に合わせた取り組みが実施されるようになった。利用者の「65歳問題」も注視していく（65歳を超えている利用者は2名）。定期的な避難訓練、建物チェックなども継続する。
【７】　食事・睡眠
食事は、給食委託業者との連携を図り、美味しく、楽しい食事を提供していく。健康管理委員会で毎月利用者の現状も踏まえた検討を行い、その人に合わせた食事提供ができるように図っていく。また高齢虚弱化による口腔ケアや嚥下調整食（刻み、トロミど）のニーズが年々増加していることに対応していく。また必要に応じて栄養補助食品（タンパク質ゼリー等）の調整も加えていく。
睡眠時間の確保は、健康、体力維持だけではなく、精神面や排便にも影響する為、注意深く見守り、必要に応じた支援を行う。

【８】　会　　議
「会議」は、会議している行為ではなく「課題に対して何をするかを決定する事」であり、そして決定したことは実践し、実践した事に対して責任を持つ事（検証）である。　　　　　　　　　　　
１．運営会議〔必要に応じて開催〕
幹部職員で構成し、円滑な事業運営を図る事を目的に重要事項等を協議する。
高齢検討委員会、金銭管理委員会、考課者調整会議なども含む。　
２．職員会議〔毎月１回〕
全職員が参加し、学園全体に関わる諸問題を報告・検討して周知徹底を図る。
３．支援会議〔毎月１回〕主任会主催。
支援員で構成（原則）して処遇上必要な事項を検討し、決裁を得て決定する。但し、学園全体に関わる事項の検討・報告は、全職員が参加する職員会議の議題とする。（研修報告も議題とする）
４．主任会〔毎月１回〕
主任、各班の責任者で構成し、課題を分析・提案し、班の連携等を調整する。更に毎月の支援会議の議題を精査し決定する。
５．サービス点検委員会
学園サービスの全般、指定された課題等について検討し、職員会議で提案する。　
６．作業班・委員会会議〔隔月〕
それぞれの作業班及び委員会にて活動内容及び対象利用者への支援状況の共有や検討を行う。
７．グループホームケア会議〔毎月１回〕
サービス管理責任者とグループホーム関係職員で構成し、利用者への支援状況や課題についての共有と検討を行う。また、バックアップ施設との連携についての調整も行う。　
８．クラブ担当者会議〔必要に応じて〕
全クラブの代表者が参加し、活動内容や進捗状況を共有し必要に応じてメンバーの変更や調整等を検討する。
【９】　専門委員会
１．権利擁護委員会
利用者の権利擁護並びに職員の人権意識の育成を担当する。併せて、福祉サービス第三者評価の利用者調査も担当する。
２．生活余暇委員会
利用者の生活全般を点検し、より豊かな生活・余暇が過ごせるように主導する。なお、当会はボランティア受け入れ・育成も担当する。
３．地域生活委員会
ＧＨ利用者の生活の質の向上と、在宅者の生活支援等の検討を行う。
４．就労委員会
利用者の就労意欲の育成・維持とＧＨ利用者の職場定着支援を行う。
５．健康管理委員会（精神科などの診察担当も含む）
利用者の健康・栄養面の検討を行う。員会は給食委託業者、看護師、栄養士、支援員等で構成。
６．商品研究
各種の「販売会」への参加調整と各生産品についての提言などを行う。ここでも「買い手目線」を意識する。
７．オンブズマン会議「よろず相談会」
第三者委員（谷川氏・實方氏）による利用者の相談会で隔月開催。
８．虐待防止委員会
９．入退所判定委員会
10．第三者評価委員会
令和６年度　　　　主要行事計画表 
	　　　　　　　　　　主な行事・事業の内容
	主な行事・事業の内容

	月
	　日
	令和６年度計画
	  日
	令和５年度実績
	月
	　日
	令和６年度計画
	　日
	令和５年度実績

	4

	14（日）

	面会日

	９（日）
	面会日
	10
	26（土）
	槇の里祭

	21（土）

	槇の里祭

	５
	3（金）
5（日）
	一時帰宅（新宿）
　　⇓
帰園日（新宿）

	3(水)
5（金）
	一時帰宅（新宿）
　
帰園日（新宿）
	11
	22（金）
24（日）
	一時帰宅（新宿）
　　⇓
帰園日（新宿）
	23（木）
25（土）

	一時帰宅（新宿）
　　⇓

帰園日（新宿）


	6
	9（日）
14（金）
	面会日
ボーナス外出

	11（日）
16(金)

	面会日
ボーナス外出
	12
	8（日）
13（金）
20（金）
27（金）
	面会日
ボーナス外出
Ｘマス・忘年会
ケース会議
	15（木）
10（日）
22（金）
28(木)
	ボ－ナス外出開催
※班単位で行動
面会日
Ｘマス忘年会
ケース会議

	7
	25（木）
	夏祭り
	9（日）
27(木)
	面会日
夏祭り
	1

	2（木）
4（土）
6（月）
	一時帰宅　
　　⇓
帰園日（新宿）
新年会
	1（月）
2（火）
4（木）

5（金）
	　お節料理提供
※保護者会より
一時帰宅(新宿)
帰園日（新宿）
新年会

	8
	11（日）
13（火）
15 (木)
	一時帰宅（新宿）
　⇓ ケース会議
帰園日（新宿）
花火大会
	11（金）

	一時帰宅（新宿）

ケース会議
お楽しみ会開催
＊コロナ中止
	2
	20（木）
	歌の祭典
	22（木）

	歌の祭典


	9
	15（日）
	面会日

	18（日）
９(土)
	面会日・国吉祭礼
※コロナ中止
ｹ-ｽ会議
	3
	9（日）
	面会日
	10（日）

	面会日



　血圧・体重測定・精神科診察・内科診察。　　隔月　よろず相談会。　　その他　　作業班別旅行（5月～）
[image: image1.emf] 

 ［岡部］

 ［堂下］

［加茂］

［加茂］

理事長

施設長

常務理事

　　　　　　　　　いすみ学園　運営体制（案）　　　　　　

〔令和６年４月1日〕

事務長

［長沼］

八木・手塚・佐藤

鶴岡

大屋

小守・星合・宮澤・高師

小柴・高木・下山田・浅野

ＧＨ

サビ管

支援課長

サビ管

課長補佐

GH兼務

統括主任

［軽込］

篠崎・泰居



［鈴木

典

］

［田辺］

祖一・秋葉・市東・池田

事務次長

［土屋］



栄養士

課長補佐

［岩瀬

祐

］

生活班

統括主任

食品加工

主　任

鈴木

恵

・藤平

由

[吉田］

［田辺］

［岩瀬

祐

］

石　鹸

主　任

外作業

主　任

Ｇ実習

万　木

主　任

［屋代］

看護師

是枝・大木・岩瀬佳・藤平



［片岡］

［片岡］

佐久間・三上・金城・三神・長田

末吉・川名・鈴木晃・平山

男性①

會津・高地・藤平響・小高・鵜澤

吉野・菅根・鈴木典・加茂

男性②


令和６年度　理事会及び評議員会スケジュール
	開催月
	会議名
	主な議案内容
	参加対象者

	６月
	理事会
評議員会
	・令和5年度事業報告
・令和5年度決算報告
・諸般の報告
	理事
監事

評議員


	１１月
１２月

	理事会
評議員会
	・令和6年度収支補正予算
・諸般の報告

	理事
監事
評議員


	３月
	理事会
評議員会
	・令和6年度収支補正予算
・令和7年度事業計画
・令和7年度収支予算
・諸般の報告
	理事
監事
評議員



※上記スケジュールの他、重要事項及び定款に定められた決議事項が生じた場合、理事会評議員会を適宜開催する。
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